
茨木市地球温暖化対策
実行計画策定のための
参考資料 

大阪大学大学院工学研究科  
 山口容平 

追手門学院大学 経済学部  

 今堀洋子 



なにを努力したらよいか？ 

 省エネルギー法の対象（冷蔵庫など）は何もしなくてもエネルギー効率が上がる。 
「成りゆきでも起こる変化」と「何かをしなければ起こらない変化」を分けることが重要。 

 規制等の制度は一様に適用される。自治体にできるのは地域の特性を反映すること。 
 直接的削減ではなく間接的支援：市が持っている現場は尐ない。広く効果が広がるこ
とができるしくみを生み、それを波及させる条件づくり。 
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トップレベルを
上げる？ 
中之島 

ボトムレベル
を上げる？ 
省エネ法 

中間層を引き上げる？ 
南千里丘 （平均水準の 
良いレベルのモデル） 

エネルギー効率 

頻度 



温暖化対策技術採用までの
道のり 

 各過程に脱落者がいると考える 
 A~Gの確率50％ → 採用率1％未満 
 義務化 → 採用率100％ 
 魅力的な商品の開発 → F、Gの向上 
 市の施設での購入 → Aの向上 
 震災影響 → A、B増加 

 → 市の施設への導入は効果なし? 
 茨木市独自に各確率を革新的に上げる
努力をする。 
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情報を入手する 
実物に触れる 

購入を着想する 

自分の問題として 
情報を検索する 

情報に基づいて 
検討する 

業者にアクセスする 

購入・設置・利用の 
情報を得る 検討する 決定する 

A% 

B% 

C% 

D% 

E% 
F% G% 採用率 

A～Gの積 



温暖化対策採用にかかわる要素 
 対策の採用までに関係するすべての要素を一つのまとまりとして考える。 
 太陽光発電の例  

→ 制約（ボトルネック）は採用者のお財布。それに合わせることが効果的。 
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関連法規・制度 
e.g. 電気事業法，税金，補助金，FIT 

文化的意味 
（かっこいい・スマート） 

環境教育・ニュース・
情報 

電気事業者 

住宅メーカー 
工務店 

太陽光発電 
製造業者・供給者 

技術開発・研究 

設置業者 

太陽光発電
購入 

住宅・ライフ
ステージ 

生活習慣 

採用者 

自治体 

お得感 
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Predevelopment 

○ 製品化 

○ 技術が知られる 

○ 革新者による採用 

Stabilization 

普通に採用さ
れる状況 

Take off 

製品初期 
導入期 

Acceleration 

○ 支払意思の高い個
人による採用 

○ スケールメリットに
よるコスト減 

○ 販路等一連のシス
テムの形成（ハウ
スメーカーの屋根
一体型等） 

○ 一般の人にプロセ
スが解放される 

補助金 

FIT 

○ 建て替え等の機会における対
策採用 

○ 茨木市から他の地域への波及 

製品化 製本格 
普及期 
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○ 茨木市における
システムづくり 

○ 普通に対策が採
用されるシステ
ムを作りこむ 



温暖化対策技術採用までの 
プロセスの改良 

 茨木市独自に各確率を革新的に上げるシス
テムを（小さいスケールで）創出する。 
 主体別に現行のプロセスをヒアリング 
 地域・販路・ライフステージ等で社会システ
ムを分離 

 対策考察（共通対策・初期拡大シナリオ） 
 ワンストップサービス化、事業者・見積例収集 
 購入者に対する簡易なプロセス・効果の説明・評
価支援 

 他の支出との比較（自動車など） 
 融資パッケージ 
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情報を入手する 
実物に触れる 

購入を着想する 

自分の問題として 
情報を検索する 

情報に基づいて 
検討する 

業者にアクセスする 

購入・設置・利用の 
情報を得る 検討する 決定する 

A% 

B% 

C% 

D% 

E% 
F% G% 採用率 

A～Gの積 



今後の計画について 

技術を採用した人への追跡調査。 
市としてできることを探す。トライする。 
学生さんを集める。実際に普及させるための手立て
を計画する。阪大の学生さんには講義の一部として
計画案の作成をやってもらう。 
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＜参考＞自然エネ 県と市町村の連携で 

8 神奈川発コミュニティサイト（カナコロ）より引用 

http://news.kanaloco.jp/localnews/article/1106150015/

